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１．概要（Summary） 
 気流せん断応力センサは空気の流れから物体が受ける

抗力の詳細な評価を行うための手法として研究が進んで

いる。しかし従来の気流せん断応力センサは表面に構造

物を形成することでセンシングを行っており、センサ自体

が気流を乱す可能性があった。 
 本研究ではピエゾ抵抗層のサイドドープ技術を用いて、

センサ表面が平坦な気流せん断応力センサを提案した。

設計・製作したセンサはセンサプレートとその周囲を同一

平面かつギャップを十分に狭く(5μm)することで気流の乱

れを防止している。センサプレートは 3 本のビームによっ

て支えられており、外側の 2本のビームの側面にはピエゾ

抵抗層が形ｓ成され、せん断応力によるビームの変形を直

接計測することができる。サイドドープの技術を用いること

でセンサ表面に対し平行な方向の力をセンサ表面を平坦

に保ちながら計測することが可能となる。 
 
２．実験（Experimental） 

センサの製作においてナノテクプラットフォームが有す

る電子線描画装置を活用し,ピエゾ抵抗型カンチレバーを

実現した．製作したセンサのセンサプレートとその周りの

段差は数マイクロメートル程度であり、これは気流の境界

層厚さに対し十分小さい。 
製作したセンサを評価するため風洞実験を行った。セ

ンサの側面に速度の異なる層流を発生させ、そのときの

せん断応力を測定し、ノイズレベルから分解能を評価し

た。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
風洞実験の結果、4.0-10.0 m/s の風速に対し 1-3 Pa

のせん断応力が計測された。これを局所摩擦係数に換算

したところ 0.1 程度のオーダーであることが確認された。こ

れは理論値と一致しており、製作したセンサが設計通りに

機能していることを確かめた。 
さらにノイズレベルからセンサの分解能は 1 Pa 以下と

非常に高感度であった。 
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